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●昼食 パン販売についてのお知らせ 

昼食パン販売について、業者都合により令和 4年 1月より、月曜日のパン販売がなくなります。 

火曜日から金曜日までは、現在と同じように注文・販売はあります。 

保護者の皆さまには、ご不便をお掛けしますがご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

 
「和顔愛語」（わげんあいご） ～私たちの生活の中で～ 

校長 山口 毅 
 

新しい年を迎えました。 

生徒の皆さんには、互いに支え合い日々の学校生活が充実した年になることを期待しています。 

昨年は、新型コロナウイルスの感染拡大で緊急事態宣言が長期にわたって発出されました。11

月には感染者数が激減して明るい光が差し込んだ矢先に、新たなオミクロン株の感染拡大によって

再び不安な日々が続いています。 

そのような厳しい状況であっても、皆さんの「マスクの中の笑顔」や「挨拶」が私たちや地域の皆さん

に多くの励ましを与えてくれています。ありがとうございます。 

 

 先日、友人と話す機会がありました。その中で、素敵な笑顔で常に人と接している友人の祖母の話

になりました。 

なごやかな顔と思いやりの言葉で人に接することを「和顔愛語（わげんあいご）」というそうです。仏

教のお経の中にある言葉で、「辛いときや嫌なことがあったとき、愚痴をこぼしたくなるとき、そんなときこ

そ、まず自分から笑顔と優しい言葉で周りの人に接する姿勢」を取ることだそうです。 

 そう思うと、私の周りにも “和やかな笑顔と思いやりのある話し方”で人に接している方がいることを思

い出します。まさに「和顔愛語（わげんあいご）」を実践されていたような方です。 

 

人は課題にぶつかった時や困難な時、他者に責任を向けたり、周囲に不満を漏らしたりしてしまうこ

とがあります。今後、厳しい課題や困難に出あうことがあるかもしれません。 

そんな時に、明るく和やかな笑顔と思いやりの気持ちを大切にして人と接することが出来れば、より

良い年になると確信しています。 

 

激しく変化し先の見えない時代に、自ら課題を見出し、未来を切り開いていく。とても難しいことで

すが、生麦中学校の皆さんに期待しています。 

未来をつくる力は、弱者を尊重する社会から生まれてきます。多様性のなかに未来をつくる力は隠

されています。だからこそ、なごやかな顔と思いやりの言葉で人に接することが重要になると思えるので

す。 

後から知ったのですが、「和顔愛語」には「先意承問」（せんいじょうもん）という言葉が続くそうで

す。「先意承問（せんいじょうもん）」とは、「先に相手の気持ちを察して、相手のために何ができるか

自分自身に問いただす」ことだそうです。 

 私たちが私たちのままで尊重される学校、私たちが安心して弱音を言える学校であるために、本年

も生麦中学校全職員で取り組んでまいります。 

 

保護者・地域の皆さまのご理解とご支援を得て、今年を全生徒と未来への夢を共有する一年にで

きれば、これに勝る喜びはありません。皆さまのご健勝とご活躍を祈念しつつ、改めて、新年のご挨拶

を申し上げます。 
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